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１ 研究の概要 

 

研究代表者は，ハードウエア（回路）とソフトウエア（信号処理）を融合することにより，無線脳波

計測デバイスの省電力化実現に向けた研究を実施している．具体的には，圧縮センシングの数

理を活用したセンシングシステムを構成することで，ハードウエアで扱う情報量を抑え，省電力化

を実現する方法を検討している．ただし，圧縮センシングを活用したセンシングシステムには，通

常のサンプリングと異なる回路動作が求められるため，新たな回路設計手法の実現が必要であ

る．そこで本事業では，圧縮センシングを活用した無線脳波計測システム向けアナログ集積回路

開発を行った．  

 

２ 研究の目的と背景 

 

 脳波が負担なく手軽に計測できるようになれば，脳波を活用した様々なアプリケーションの創出

が期待できる為，社会的に有益である．脳波計測における利用者の負担軽減を実現するにはデ

バイスの小型・軽量化かつ長時間動作が重要であり，回路の省電力化が求められる．そこで研究

代表者は，圧縮センシングの「回路で扱う情報量を削減可能」という特徴に着目し，回路の省電力

化を目指した研究を行っている．ただし圧縮センシングを活用したセンシングシステムは，通常の

サンプリングと異なる回路動作が求められるため，圧縮センシングに適した集積回路の開発が重

要になる．本事業では，圧縮センシングを活用したシステムに適した，アナログ集積回路開発を行

った． 

 

３ 研究内容 

（１）圧縮センシングを活用した無線脳波計測システム向けアナログ集積回路の開発 

(http://ssc.eei.eng.osaka-u.ac.jp/~dkanemoto/Sponsors_2.htm) 

 

 

 

 

 

 

 

図 1: 脳波計測デバイスにおけるアナログフロントエンド 
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本事業における開発対象



 本事業では，180nm CMOS(Complementary Metal-Oxide-Semiconductor)プロセスを用い，チョ

ッパアンプとフィルタを内蔵したアナログ集積回路の実装を行った（図１の「本事業における開発

対象」）．また，開発した集積回路を評価するためのPCB（Printed Circuit Board）も作成し，システ

ムを想定した評価環境の構築も行った．脳波信号を用いた評価の結果，圧縮センシングの特徴を

活用することで，復元精度の劣化を抑えつつ，消費電力を大幅に削減できることが分かった． 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるか―展望 

 

本事業で得られた成果は，無線脳波計の省電力化に大いに活用できる．つまり本成果は，実

社会における日常脳機能計測プラットフォーム実現を目指す上で重要であると考えられる． 

 

５ 教歴・研究歴の流れにおける研究の位置づけ 

 

 研究代表者は様々な回路システムにおける省電力化技術に関する研究開発を実施してきた．

特に現在は，圧縮センシング等の新しい信号処理技術を積極的にセンシングシステムへ取り入れ，

回路の省電力化に関する研究を実施している．今回実施した研究は，圧縮センシングシステムに

おける回路設計開発に位置づけられ，成果は圧縮センシングを活用した計測システムの可能性

を広げることが出来た．  
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７ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

なし 

  

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし 
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